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物正 附正 々 産

鎖 正
調 闘 質 j向 Ill 
査 七 五七 士出

-1.... 
調 附 r、

報年 き年 査 々 近年

文 一 一 幸良 質 地 十／附「 ーー一・ 一
f丈／附「

調 質
国月 月 査 調月

民五基を E主 要を 農園 是主 報 幾査聖堂
商事 YH 商 fi 商受 商丈 商報 r

務ぎ
務 f附、 文 丁務 務

務 ／‘、
技 技 技 技固 技 Hr
t市 自市 G市 榔宣 師国

葉 一、J
千 門 小 ぎ

谷 局メ』 林
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ク タ 西釜シ鍍十 ト 塊岩安 一一一ノレ之ノ 方査床米 ジ ヲ及部、
長 ヲ i直面サ ノ、深 プ ナ泥城 ）玩
径・詳径 J、 v ；重サ 露 ジ流鉱ー

九 ユ約従残洞平天ア ナ UJ 
園

十 セ十来ス準均掘散 '} 

米サ五ノ 所以十 ニ在 ト .... ・、
、 幅短ノV 米寄 J、上六嬢ス ス下、 、
径 ヲ ノ 釜甚ノ、米 ヲ 楼事~i'f 北

四以五i：坑タ採ナ 採方床君！）

十 ア鍍方多掘 ソ 掘面 J、 Jll
五巡瞳面カ ジ Jえ J、主 内、
米岡 ヲ J、 ラ蓋ス 露従 ト 阿J 農、 、
厚ノ 後既ス サ鉱天 31~ シ － ー 商
サ 嘗見 ーー レ膿掘最ア ア

務、
十時セ 採 商 J、 ノ モ石 '} 

技、
入ノ、 ソ 招！ 民北 匹多英地 自市、 、
米採但 ミ／ 及東城量組質

、
ノ 釦t シ壷 東西 J、 ノ 面 J、

葉ノ 主主 サ 匝 ノ 略欝i京第 佐

鍍傍南 v ..；・、 一 国石中三一
盟探地タ 二匹 形 ヲ － ー 紀 藤
J、鉱ノ ノv 坑域 ヲ 産脹居、
露セ直 毛 』i~ ーー 墨 セ 胎洪

天 ヲ 径更 以露 シ シ シ積 傍、
掘松及 ーー 上 J、 直所不居、
ヲ 方厚西 全 v f霊 ーー 規石、 議以面サ方 ク 北 約 シ則英

ブ ーー ..＞、 － ー 採匹百ア ノ 車R
其於未東 掘 ノ 五主盤iy 面



ツ貸手 三ノ ヲ 往及西 1時高盆~ 四天米 ヲ鱗大、
ヲ 一 プ 以来鍍叉入十掘厚中 ヲ 音E一
得紀 山 プ ス 山銀 千 一ヲ ヲ－ JIこ散 ヲ
へ屠性略ノV 間 山 五 貫施約セ 貼採、
シ石岳南 ヲ ーー 百 二司’丁ー一 ソ ス掘、 、
上英 ヲ 北得 J、 ＿，、 七 百 シ十竹 JV ジ

部組帯ノ へ新下十 四鎖米方毛終

第面 ヒ 雨 ジニ 北 一 ト健ノ 面 ノ一 v 、 、
ニ．岩南区地道部斤 四 ノ 五を 一， 主主 ヲ、
紀及方域形路川 ナ 匁過鎖ノ、大大、
居師恒 － ー ＿；・、 ヲ 内 ソ 銀宇鰭斑部同
J、石域分鑑開町 ーー畠 ＿；，、 ヲ 般 ヲ 方
E設安 ノ、 ツ区築学 千既版石占面

岩山 比 ヲ ノ シ宿 入ュ 胎英 メ ノ

及岩較得中軌野 百之 シ粗合鍍、
疑ナ 的へ央道遁 。ヲ 底面銅床
茨 リ 卒 三／ ヲ ヲ ノ 九採サ岩 量 ノ、、
~~· ト 坦北北敷北 貫掘ニ中少角
ヨ ス － ー 方西設西 一 シ十ニ ナ蟹一、
9 第 ジ匝 ヨ シ約 百査卒長 キ質

成三 プ 域 ヲ 此ー jしセ 方径 ヲ 石
ソ 紀牽 J、南間里 十 ソ 米ニ以英、
屠居地地東約ノ 四大ノ サ4 ブ 意且
位 J、 性勢ニ 二虞 匁正範六巡面、
J、上ヲ 比流十ニ 銅五回米回岩、
蹴下 帯較ノV 分ア 四年内短ノ ーー

;:f・ 一一・ プ 的 、 "11 ソ 百ノ ニ筏嘗合、 、
水部地急；西 ヲ 宿 九産於二時銅

平ニ 質｜！夜叉以野 t-・ ；額 ブ 十採黄

ナ分 ＿，、 ニ川 ア議 九金露七掘銭



採鱗 卒 ケ鱗二度 Jミ 至形三 ーー ソ、 、 、
掘床 均ノV 葉坑東層五態紀走下

ヨH名ス ノ Sl1 カ鉱I~ 準 － ー 朕十 ヲ 層 9 部
同χ£ 上 位ま［］及 ーー 走鍍五 プテ 中十第
正

五正部 ，，＞、 ク .fit 於 リ 床米 シ ーー 度ニ、 、
十与三五 ＿，・、 百判鍍 ブ 一 ＿，・、 長 〆-r 脹乃紀一
一五年露 分然 ノ ＿，・、 主 サ賦胎至層
月月
五天 中 タ 三百度、 鎖二存 .A 四 ，，＞、

四 月 掘 金 フ 将二乃瞳百ス ノV 十凝、 、
五 ヨ ーー 。 二え ア 十至 ノ 七主黒度 J}(． 、
一 ヲ ヨ 。大 9 米四 束十銭鏡 ノ Xi 一 、 、 、
一同 ソ 0 正而二十 方米韓床角 凝、
一六採 二五 シ坑度 一 ーー ノ、 ーー 度 g(
四年掘 九年 プ 準 ノ ア 達不属 ヲ 角
_._ -1... 

ジ 0 五黒 一 角 ソ 二ア、 規 シ 以壁F、，、 、 、
貫月 下 二月、 鎖於度厚走則小 プ !tヲJ 、
一世 部 銀 ヨ 及 プ ヲ サ 向 ナ 国南頁、
至 J、 。 ヲ 葉 J、以 一 ，，、 ノV 塊方岩一． 、
JV ー 0 大鍛七 ブ 米 ~b y品屠 一 及
鍵坑 一正 ノ 十南 乃三卒扶傾蟹

石道 一六直入東至十楕又斜岩

ノ ヨ 一年別米 ーー ノi、a I文血~ 国 J、ス ヨ、
産 ソ 八．六 J、 ーー ｛頃米東睦極鍍 9 、 、
類深銅月 安達斜北 ーー － ー メ 床成
ノ、 サ 一 － ー 部 J毛 .A 十 ジ シ プ ＿，・、 ヲ． 、 、
次三 七王城鍛走度 プ ブ 不主 一
ノ 1・ 五ノV 鉱石向 乃殆幅規 ト 般

如米 五鉱i~ 山 ーー ノ 至 八．則 シ ーー
シ ノ ナ石 一

，，＞、延 四 直米 ナ ブ 東
問 ヲ、 ノ 於黒長 十立乃ノV 第西



一 ジ短 方解 ヲ 大錐個 ーー 著： フ 西一
十 ク f豆 面 セ l塙正 中 ア 著鎖 ス 叉、
ニ黒約 及ノV ツ鍍 ナ ソ セ セ 田鎖至従

ナ 鍍四 盛 モ JV 山 ソ プ ミJ ミJ 中 山岡大、 正
9 黄十 坑 ノ ノ 鍍 毛 モ 鍍 ノ ノム、、
大鎖五 方 ヲ

、、、 ＂＇、 床 ノ ノ 業北 年
、

ノ十二曾方ハー正及米 t面上 ~i 西、
厚四十枇 ι 月月坑 1iJ；厚 一盤床叉 、

方鎖 す 存 ト J、鍍 ヲT 百四 J、 嘗七

ジ葉山 J、分個其
、

面 ノ 卒 在 ソ 一一
ノ 三均 ジ属錨ノ 四 ノ ーー 露北二、
鍍穂六 大桃鍛北 尺二連頭 々 九

床 － ー 米正賦ノ 東 乃乃 シ
、

附束。、
ノ ミ／ ナ 坑 ヲ鎖ニ 至至；坑近 ヨ 七

上 7 ソ 方 ナ染相 JL 四 中 ーー 9 。
部其 ト 面 ジ セ 接 十 ノ 千上高貫

七合 A. ノ プ ノV シ 六合分線 々、
米銅銭 「巳 朝頁雨 尺銅 ノ 掘西
＿，、 1ft1 石 ノ 日岩鍍 ナ 品ニ試 ーー

既位ノ、 最坑叉山 ソ 位乃錐亙

一－ー d，、 西 大方 J、事 ト ノ 至 ヲ レ

露百又 － ー 面凝務 云鍍九以ノν
、

天分鉱： ジ大双所 フ 石 ノ プ 鍍、
掘 ノ 山 プ 正角 ノ 巡 ーー 合探床

ヲ 四 ーー 長坑蛍距 回著銅鉱 ノ
四

以乃於 径方岩離 ノ セ .~ョII ーー 露

ブ 歪 ケ 約面 ノ 僅 4日5茸み シ位若頭
、

採百ノV 九大多ニ 時 毛 ノ 手少

縮分 ト 十盛少三 1~1 ノ 鉱E ミノ ナ
ジ ノ 同 米坑分町 試十石其 カ、



ヲ ノ 岩鍍層々化及地十上十 _A 現、 、
下（三）ノ 床 中東 シ 頁質町磯九大今、
盤第接 J、 ーー ーー プ 岩ノ、此鎖匁正 J、

、
ニ鯛五恭二堅 ノ4・ 第間山銀六大

J弓 紀剖iF毛 脈十紋互三道 五年椛

ノV 屠ニ ア 又五ノ 屠紀路ノ、 百二坑、
毛 及日壬 9 J、度 1i七 ニ屠狭束十 月盛、 、
ノ
、 輝胎（ー）誕乃質 ジ輝隆洋五 ヨ 坑

（四）紘 シ第 入至岩 プ 緑 ナ軽貰 ヲ 及

第岩石ニ岩四 其岩ノV 郡六 同大

一 ノ 英紀 床十 ナ @i｝ 及 毛 －百七正一
紀接粗層 ヲ 度ノV 床石軌本 O 年坑、
！舌鯛面中 ナ傾層 ーー 英道木一 一 － ー一
ヲ 部岩 ーー ス斜向 接組 ヲ村匁月 於、 、
上ユ ヲ 脹石ス －＇・、 ス面敷字銅 ーー ブ、
盤）匹上胎 英輝北 JV 岩設奥百圭一

ト 胎盤 セ 組紘六所 ヨ シ平ニ ノV 坑

ジ シ ト ノV 面岩十 d，、 ヲ プ 部高 一道

輝輝 シ 毛 岩 J、五分成鍍ニ 三年 ヨ

線維第ノ J、 l晴度解ノV 石ア 百聞 ヲ、 、
岩岩三（二）斑紘乃 シ第 ヲ 9 十．ノ 深

ヲ ヲ 紀第賦色至 ア三漣ア 七産ナ

下上層三 ノ 般七粘紀搬海斤 額約

二五

盤盤 ヲ 紀毛 密十土居ス岸ナ ノ、十

ト 下層 ノ ニ度 ト J、 ヲ 9 金五

ス シ盤及 ヲ ジ西 ナ凝 mi ト 五米
ノV 第 ト 石多 ブ ーー ソ 及 JV .A 貫ノ

モ ーーでー一？ 〆F『メ、－ 1フj」ト・ シ第 ジ 叉質 ::r 六問

ノ 紀ノV 組 ト
、 二二 プ J下砂 ト 百採

（五）居モ面 ス 紀北碓岩 約 人掘、



ナ ヲ 寸 ス銭ス洋大 正平稀匝径輝、
9 脈 ヲ 其脈 JV ヲ 佐 四均 ，『ノ、 ノ 十総

ト 石常走ナ石距井 年 1ft1 ノレ北五岩

:A ト ト 向 ソ 英 ／V 鍍 九位方束米中

プ シス ＿，、 ト 組 ::r 山 月 J、面方乃 ーー
、 、
巡稀鉱北ス面 ト ヨ 銅 ニ面至応

、
回 ニ石二其岩約 .；・、 9 百向 J、三胎

ノ 石川十主 ーー 二下 六分 ヒ （~ 十ス

常英閃度要 シ JR 北 年中探ニ 米ノV、
時及亜東ナ ブ ーー 郡 入ニ鉱採短 毛

、
一方鉛ニ ノV 鍍位佐 月 金 ノ 掘径 ノ

日 M 鍛 ジ モ床ス ヲt: 迄十傍 シ十是
、 、

平石方ア ノ J、地村 ノ 高採査五ナ

均 ヲ 鈴東二粘質大 採分劃＼1 シ米 ソ、
三件鍍方 ア板 J、 佐 鍍中 セ 現乃説、
Ei フ 葉 、ニ ヲ 岩古井 高二 リ 今至 v 、 、 、 、
貫鱗銅入ー及生川 J、銀鎖j J、二 毛

ノ 石鍛十 ヲ 石屠 ノ 百一石南十略

鍍 ノ 及皮本英ユ 支入高 J、西米楕
、

石合葉傾鑓粗麗 流十分黒方厚国

ヲ 銅銭斜 面ス 砥 A 中色面サ鰹

採，r;t，鍍ス稿 ；＇（~－ ノV 浮ー 高ー竪ノ 平又、 ． 
掘位ニ 脈 ジ ノ ネ占 ーー 八九鍛七均 ，，、

シハ シ幅一裂板 ア 千六 ノ 百二扇

之百 プ －＂・、 ヲ f庫支~｝ リ 入ナ 黒六米桃

ヲ 分主二亜 ヲ 及 ブ 百 リ 鉱：十 ナ朕

日 ノ 一 寸鈴充之佐 四 ト ニ尺 ソ ヲ
立五重乃鑓填 ヲ jf: 貫云 シ鉱： ト ナ

錆内品至 ト 二え 貫 ノ ナ ブ ア床ス ジ
、 、

山外石五稀ノV 通海 リ 大其 ト 鎖長

ニムハ



1 

云以少 東専 / 乃 岩岩 畑 ーー

フ ブ ナ訂E フ 石 至中 一国 鉱員
探カキ豆 探 英 ニ ユ シ 山 鎖

鍍 ラ活E {g~7 ヲ 米 m:; / セ

ーー ス 今ニ 脈 ユ 月古石ノ、 リ、
従大別従石 シ シ英 下

事正附事 ト プ 北粗l ~ヒ

セ六近 セ ス平七面郡、
シ年 ヲ 合均十升 川

毛 以 ノ 銅 O 五及内． 
著：来安 品五度粒町

鎖三兵 位 米東賦 大

ス菱街 ノ、 ナ ニ安宇

ノV 合得 IT ') 走 山 畑、 、
ーー 資亦 分敏 ソ 4止~主 － 
至曾 川 中 石 北之 ア

フ f止惇 ー－・ J、 ブJ ヲ リ．、
A J、及 乃 黄ニ 貫地、
十其典 至 銅 二 通質

－ 附尖 二 鍍 十 A. －＇・、、 、
月 近郎 ナ 閃皮 ー 主

， ノ ーザ 浮 ソ 亜 ｛頃 f康 ト、
頃 上 ニ ， 巡鉛耕ノ ジ

二七

金総！？岱 回鍍 ス 敏： プ、
ク掘 ヒ 賞及幅 脈 古

中試鎖 時 3長・，、 ノ、生

JI:: 錐床 稼錨 O 粒｝昔． 
セ ヲ ノ 人 鍛 一 服ノ

リ 施 露 十 ュ 五 安料i

ト シ頑 名 シ 米 山 板



一 ア至岩 小 掘金金石敦
膨中四中嘗中鍍廊炭賀

敦
、

縮央 十 ーー 見ニ ニ建国 習
.A ノ 度賂鍛 ア ヲ プ 築幅、
鉱ー鎮西胎山 ソ 産ノ、石地

国、
石脈ニ .A J、又出鋼材内

1・
J、 ヲ 走 JV 繭同 ス鍍砥ノ

、 ｜隔合最 リ 合井郡ノV 非材膳

金モ
、

六金！際太鍍金石用

銀主 十 銀大尾 山 麗 ＊ 材
石要五石野鎖ノ、 ーー 原料

英ナ度英郡 山 大 7 料ニ
、

一 ソ 内脈上ノ、 聖子 ノ、 陶 J、

ミJ ト 外 ニ 味休郡石士金 農
、

商7 ミJ ノ シ見業小 tk .frE 鎖
、
務少鈍角 プ 村中嘗岩藻銅

量脂度ニ字ナ見ナ土鎖 技
、
師ノ 平 ヲ ｛康 1J、 リ 犠 ソ 及亜

黄均以 ア嘗 山 ト 鍍鉛

錨四 7 ソ 見 』ー ス泉鋸、 、
鍍尺北略ニ シ 等安 清
ヲ ーー 西並 ア プ ア質

毒症 シ方行 リ 同 リ母
里子

、 、，、、
プ ーー シ鍍 君E ；坑尼、
合二傾ア床 西 中鉱

ノL

金尺斜北ノ、 青
、
重枇

品乃 セニ粒 鑑会 要鍍、
位：至 ソ 十斌 山 ナ j荊 ま住、
J、 ん而度安 －＇・、 JV 俺

卒尺 シ乃山 長式 ノ、鈴：



鱗定岩康及枇年 面業大之都l鱗均
染ユ 中域 鐙ノ 間 谷中 zヨJ写;. = 山山百
シ ジ － ー ヲ 岩所ニ 鍛ナ 鍍究 J、分

プ ア悶~ 'i頂 ノ、 嵐ア UJ リ 山 キ J、大中
、

二卒胎 セ 互タ リ ノ、 及文面正 O． 
三均 シ ソ 居 ソ ブ ｝陥 巣六谷五 0、 、
十一 ア ~JI~ 一 地今井 原鎖 fgj7年 O

尺尺蹴床 シ質 ヲ i環 鉱山 山以ー
ーー 内 ./[・ .；・、 7 J、去 大 山及及後七

及外西宮~ii］北中ノレ 里子 ノ、 有土採 ナ
，、、 ナ北鉱－々 生五郡 試銅倉鎖 レ

JV ソ 西脈東！荷百 上 掘鎖鎖 ヲ ト

所 ト 方ニ 方及七 戸白J ‘ら 中 山 山中 毛

ア ジ 一 シ ーー 石十 I.!~ 一 .；，、 ヲ 止時
リ ニ急 Jテ ftit英鈴村 属小主 シ ーー、
而四斜主斜粗年 字 シ規要専百

、
シ尺 シ要 ジ 面前 面 同模 ナ フ 分、
プ － ー 略ナ石岩ナ 谷 那ニ ソ 探中

鎖膨互ノV 英 ヨ ヲ － ー 資稼 ト 鎖。

床大ニ 毛 車且 リ ア 慶行
． 

ジ中。、
ノ ス並ノ 面成云 ヲ 寺 ス巌ニ －－－＇...・，、

JJ~ 、
、

康ノV 走十岩 ソ フ 銭其： i悶 ア ーー、 、
表 ＝， セ二二 J、 中現 開 山 f也 鎖 ソ 達

二九

.；・、 ト ') f度中生時坑 及大山 J主
、

東 ア鑓ア生層 J、 ノ 高野及 ノv

西 リ 申肩 ヲ 居ノ、ニ起 屋郡中 モ
、 、 、
南叉 J、石 ヲ 砂菱源 鍍鍋天 ノ

北 母膨英貫 岩 合， J、
、 山 倉井 ア

共岩縮キ1l キ 真資 康 J、鉱：鍍 ソ
、

一世 ーー 不面 7 岩曾永 休山 山 本、



黄 7 ナ 此角 土出 J、石主脈 ノ 水二

錨脹セ 層岩倉額金英 ト ヲ 大卒千、
鎖月台 ソ 向 ノ 鍍ノ、痕盤 ジ抹部 ーー 五、
及 ス鍍 ユ互山精跡石瑳掘 ヲ J、百

、
黄 ノV 床 略居ノ、鍍銀及銅ス採千尺

銅 毛 ~，、 並ニ 滋約百方鎖 JV 掘二内

鍍 ノ 土 ;fi シ賀六分解 ヲ ト ジ百外

ノ 一局~ ジ プ ！＼埠千中石雑共壷尺ニ、
う託 シ Jll ア砂伊五 O 一 J、、

一 シ垂 シ． 、 、
雑 プ ノ 輝岩香百 O シ閃昔現直 7 

セ 東南 紘 ヲ 郡 l頓二 プ 亜時時 － ー 垂、
JV 北岸 岩挟杉ナ銅線鉛採 J、 J、直

毛 東ユ 々 、、、 野 ソ 百泥鎖掘従五 ーー、 、
ノ ヨ 賦 ）限居村 ト 分質黄跡来百 J、

一 9 存 ア 向字云中物繊ノ 採尺入

シ 西 ジ リ 略土 フ 四 ト 鎖充 リ ノ 百、 ． 、
7 南粘 多東倉 五不磁填残間五

多 西板 ク北 ーー ニ規硫物ナ 〆ニ 十

ク ーー !tヨE『 ノ、東 ア ジ則錨 ヲ Lノ シ尺
~、 排及 分ニ ソ プ ニ鍍慮 タ ブ ーー、 、 、
著列輝 解 シ地 大交方理ノV 是達

ジ シ続 シ 7・ 質 正雑鈴セ鎖等ス

ク ＝疋＇＂王 ブ ~t ~、 五ス鍍 ソ 石主 ノV、 、
,fit 帯中 陪叉古 年精等鍛或要モ、
質 ヲ 一 緑ノ、生 度鍍 ヲ 石ノ、 部主

。
イヒ ナ鍍色商代 ー ノ i昆ノ、細 J、要

ジ ス塊 ノ ーー キ占 於平 ジ黄小銃 ノ、 、 、
主E 鱗 ヲ 岩念板 ケ均脈銅 ナ ーー 音E
組塊ナ 石斜岩 ノV 品石鎖ノレ鍍局、

成 ノ、 シ ヲ ス及 産位ノ、 ヲ 支石川、



葉番 一 . .L. 塊安ムノ、／、 ') 
、 巌道大 JV 尺鍍

銅坑並尺 ヲ 山年而 i同闘正 毛 乃物、
鍍道列 1肩 ナ岩 1・ シ 鋸富五ノ 否、 ノ
ヲ 及 シ十 シ々 月 プ 山鍍年 ーー ニ多

主七 プ 尺 プ 版本本 ，，、 山度 ジ十少

ト 番南乃膳 一 鎖鍍面ニ ーー ア五ニ
ジ坑方至胎 ヨ 山 山 谷送於其尺 ヨ

、
閃道 ーー 百 三主 リ 一 ノ 鋸致ケ数幅 ソ
亜ニ耕尺ノV プ 合西 山 シノV 十十銅、
鉛 ヨ 下傾 毛 貫｛井ニ ノ 製精傍尺鉱；？

雪量 リ ス斜 ノ ；邑セ 隣支錬 wi1:1 個乃及、 、
方 ア坑ニ ーー セ 9 ク 山ス産 ア 至極4:
鉛稼道九 シ フ

、
地従 ーー ノV 出 9 七鍍、

鍍行 J、十 プ ノV 質来 ジ モ額精十 ノ、 、
黄 ジー尺主®~ J、大 プ ノ J、鎖尺別

、
鋭以番乃 要床古野幅 ト 七 ノ f頃 ア－

~Jii 上坑至 ナ J、生鍍井ス千合斜 ヲ、 、
磁鍍誕百 ノV 古代 山 J際 四銅 － ー 而
硫塊以五銭生粘 大 十 nロn= －ン
錨ノ 下十塊代抜 ジ 聖子 僚位十 プ

鍬下七尺入角岩ア 君E 噸 J、尺其：

等底番連 佃岩及稼下 ナ卒乃大

ヲ ヲ 坑績 ア 中角行
， 

ノ•c!c、， リ 均至 ナ、
雑採道 ジ リ － ー 岩セ .＼＼~ 鍍百百ノV、 、
へ掘 ア 是厚不、

ヨ ミ／ 村 石分二毛

月底 セ ソ 等 サ規 9 モ 字 ..＞、 中十ノ、
石 ヲ 現 J、 一則成 ノ 角 之五尺 J、、
J、鍍時略尺形 ソ J、 里子 ヲ 一日 連厚
石石川束乃 ノ 角大 一 北 シ綾サ

英 J、六西王 ~i/J~ 閃正 ア 海ア ス七



0 鍍 i同乃 毛 尺床 シ 成 ト ノV ノ ナ
、。－ ー ア 王 ノ J'J J、 成 ソ 云 天産 ーー レ、

一 ジ リ 五 五至鍛 階層 ヒ ダ｛二 出 ジ ト
、

一 ブ 現 十 六 七 塊 面向 現 ~l~ 額 ブ 毛

二 石 時尺個十 ヲ ーー 北 l時 山 J、 其：稀
、
鉛 英 .＞、 ノ ア 尺 ナ 略 四 .＞、 ノ、 千合 ーー

十及 第長 リ ヲ ミ／ 平十 面 大二銅輝、
五線 二椅厚隔 7 行五谷野 rf ,ri， 石． 
告1i）色 ；邑図 サ ブ ホ日 セ 度鍍 ；n日時i位 ヲ
...L. ノ ~fii］間ニ 、 板 ノV 乃山 商 ナ j見／、

ナ 輝 以 ヲ 尺三岩 数至 ノ 才子 ソ －凶,... ~ 

ソ 石 下 ナ 乃 帯中 ｛度 入 支 村 分 リ
、

ト ヲ ヲ Jミ 王、
ーー 又 ノ 十 山 守云中鍛

云 版 採坑十排 J、 粧度 タ J二 フ ニ石． 
フ 石 掘；丘入列キ11i 石 西 リ 秋 -'- ，、，、、
、 、

型~~ ト t ノ、 jミス 板 !iζ ． ーー 地生 内精、 、
石ス 9 内 ＊日®~ ;(-t LlJ シ質 一 タト 鎖、 、
ノ、精 鉱鋪二塊 xヨr ブ ノ、 ア ナ ト、
北鉱 石 第 一1・ J、石 々 南古 ソ ソ ジ、 、
面a ノ ，）・、 一尺大 J:k 服西 生其 而 プ

方平 黄）!Ii 乃小 岩 ーー 方 代｜；日 シ面

約均 銅 i同至不 ヨ 一 キI~ j/L プ 谷、
五日 鱗 m百定 ノ、 ソ 五板 ノ、 大鍍

里位 閃二尺 ーー 間 7 十岩弘 正 山、
ヲ ノ、 亜 通傾 シ ーー 貫度及永 五 ーー

百1百 鉛 ifi;J ;H プ 11~； ；邑 ノ 石年 年轍

ツ 分 鉱；f及 － ー 手自 月台 セ ｛f:Jl J:J( 間 度送
ノV 中 及第二 大 モノ ラ 制 岩 ーー ー 二Z

若銀 方ニ 十 ナ 一 JV ヲ ヨ ア 於ノV一 、
王 0 鉛通尺ノV 十 錨tナ ソ ソ ケ モ． 



幅鑓月台有約分及ア 一道東花文子、
平幅 Jミ 銅四中 閃下尺 J、傾 i品六製
l均五 ＿＞V 鍛十六 亜底五鎚斜岩鍍錬

二寸 一 山入乃 鉛 ーー 寸押南中山所

尺乃僚 J、噸至 鉱： J、乃 一 東 ι －＇降、 ーー、
鍍至 ノ 大ナ七 ヲ 向至二 ニ膝面輪

石ニ鍍野 ソ 一 雑述五百八胎谷詮、
幅・尺服郡鎖 ジ へ総尺尺十ス鍛 シ

七 ア ユ下石ア 石、 セ ーー 掘度 ノV 山製

寸 ソ ジ穴 J、大英ノV 膨進 ヲ 鍍ノ 錬、
ーー 坑 ブ 馬若正及 ニE 大セ 示服支 一、
ジ 道北村王五 方 ノ シ ソ セ ーー 山附、 、
ブ
，，、 二字子年 解 、 十鎚 リ ジ ーー Jえ、
下鎚十下製 1・石如五幅現ア ミノ
底押五大錬月 ヲ シ尺 J、時三ア

、

一 ーー 度納所 ヨ 脈鍍乃膨稼 f農大
J、 百西ュ ーー ') 石石至縮行 ア 野

rM 入 － ー ア 迭同 ト J、ニ不セ ソ 君E、
連十走 ') 致十 Jξ 黄ト定ノレ略西、 、
綴尺 ') 金；i 三毛 二精銅尺ナ J、並谷

ジ掘南床 月 鍍鉱掘ノV 東走村

良；~!i 西 J、 円ず ノ ニ上モ 方 ジ字

女子 シ’ 方古 プ 合 ジ v 延ノ ブ Fド、
ノ 此 一世 生 ノ 部:i] プ ノV 長一走島

吉E 間七代 和I品少所二番向 一
分五十角 鎖位量三ニ鎚北 ア

ナ 十度岩 産 J、 ノ 個十 － ー 四 ソ、
') 尺傾中 出 平方慮尺 シ十鍍、
鍍 d，、 斜ニ 額均鉛 ア ノ 7 五床

石鎚 ジ庇、 ノ、 百鍍 リ 間坑度ノ、、



唐 ーー 文額鍍桐岩牧 レ鍍準亜位 J、

木亙室 J、 ヲ ーー 中谷 ト 山 備鈴 J、黄
、

普主 リ 鍍百混 ブ ーー 鍍 毛 藤中鱗百銅、
魚 蓄 山ニ ス採不 山現 倉 ーー 分鍍、
見魚川 十 鍍掘規 時鍍麗 ヲ 中 ヲ

ーー 見絹噸石ス 則 通話 ノ、 山 ジ採 入 主、 、 、
7 鍍井ナ ノ ®~ ナ ヲ！：説大踊掘ナ ト

.＞、 山！係 ソ 平石ノレ服 レ平井ス ソ 三／

唐 ヲ メ1L、 ト 均 J、 鱗南 モ鍍！際ノV ト 球F

木包立云品磁塊僚 休山 今鍍云銅

癒括郡 ブ f!l 硫 ヲ 君［）業等立山 ブ 管I、
子廉 J毛 味 J、 鎖 ナ 北 セ J、 君rsJ、 ヲ
、
俣銭其 百鍛 シ ネ山 ソ 明鞍牧 雑

谷床野 分及 ノ”ず 山 治谷谷 ，、、
1・
大 J、 村 中閃賂村 四鍍鍍 石

藤文字 ニ亜胎字 十山 山 －央..... ・

山 室文 十鉛ス 上 ー－ .＞、 ア ヲ
守ル』
一 室 内鍬：ノν 牧 二試ノV 版

ーー ブ 一， 外ノ モ 主、 年掘ノ 石

賦 －＇・、 ア － ー 爽 ノ － ー ノ 中 、、、 ト

存秋 ヲ ジ雑 ーー ア 交ニ ーー J毛
、

ジ 良 プ プ 物 ジ ヲ 居並 ア ジ 而、 、
説谷東 大ニ ブ 鋸 ーー リ プ シ

、 、
v 南方 正 シ之床 稼其文 ブ

四
モ 谷 上 五 ブ ヲ .＞、 行他室 結ー、
粘脇 i也 年方本古 セ 大鎖 鍍

板 谷 田 度鉛坑生 シ聖子 山 ノ
、
岩下 村 ノ 鎖道 代 モ 郡 J、 AιJ 、

、
直 魚 産東及粘 ノ 深採 銅

叉谷 見 出 器i逓板、 ナ 坂鉱： ,'J, 



i高 代要 ノ j荷 as糖土質鍍安桁石川
俺角 ナ南イ奄ノ、 ノ ニ母床質棺 J、粘

鍍岩 ソ 東鎖漸 1持 f宇尼 J、 母石閃板、
ヲ τド 官五 ク ア ヒ 鏡石尼輝亜岩

主 ーー ジ ーー ヲ 才上 ソ 粘ニ 英鍍石鉛或、
ト 厚総分産取富士 シ粗及及鍍 J、

、
三J 薄 プ 布 ス 明坑中 ブ 面枇石磁角

往不最ス ノV ケ d，、 ーー 少岩鉱英硫岩、 ， 

々 定延其鍍 ヲ 鎚 J、量中 ヲ 僅i ト

其 ノ ノ 数山了押慮ノ － ー J、 脈鉱石、
中 居開十 J、 J、、 ーー 々 黄路大石方反

－ ー 賦坑除岐；降二枇錨胎野 ト 鉛岩

宣巨之J ヲ 一 ア 阜 － ー 百鍍鍍ス郡 ナ鍍 ト

議 ナ j] ヲ ！陪探二 ヲ ヲ ノV 下 セ ーー ノ、
輝 シ 、 内武鍍三産雑鉱床 ソ ジ問

石 7 レ倉儀 ーー 寸－ ス へ脈見 ブ 一宇
、 、

ヲ 挟 ヲ 木山著尺形石ユ 村 少 Jlli、
包在是鍍！際手掘菱英 シ味 量胎、
メ ス等山本セ 進面 ヲ プ 見 ノ ジ

、
リ ノV 鍍富巣 ン セ 陸版鎚鍍 黄不
、 、
精 モ 山永揖 ト ノV ノ 石~）高山 銭規

鍍ー ノ ノ 鍍ー斐セ 毛 d-~ 一 ヨ 鍍則一
ノ ーー 銀i山 ノ ソ ノ 群ス尺 リ 及ナ

、 、

五
平 シ床長諸 ーー ヲ 3、・品li ア産 黄ノV

均 プ J、瀧郡 ジ ナ般 ヲ 出 銅鍍
、 、

I日鋸説鍍ニ プ ジ石鍛ス 鍍塊、 、
位石 v 山亙 巡イ谷英石本 ヲ ヲ

J、 ＿，、 モ 等 リ 回 ーー 脈 J、鍍 来ナ

酸酸古 ヲ 闘 ノ 金 J、輝山 雑ス
、

化化生主 ljl届 嘗米粘安 ノ シ鍍



グ ナ 破ニ爽尺十炭 ヨ 下石五於 i前
坑 1ノ 砕尺 、、、 ｝音度層 ソ 打炭 H頓 ケ イ缶

内 ジ屠 ア ノ '[!j .＞、 成波 ナ ノv j)j,1 、
多坑 易 J、 J 一 ーー 頁 リ ーー ノ、 ソ 大 J、一、 、
ク 道 ク 二四 居走結石 ア 主主 ト 正百、
崩 ノ、 七尺 尺 ナ リ 中英 ソ 島云五分、
壊第 尺乃府 J 南 ーー 組地炭フ 主「・ Fド
セ 一 層至 J、 ト 西挟面質 山 七六

リ 抗 J、 五五 シ方在岩ノ、 及 月 十、 、 、
現坑 下尺尺 七 一 三ζ 及中那 ヨ ¥1.ι J 
時以 部ナ 乃 尺念ノV 安生留 リ 室長

再下 － ー リ 至 貯金千 モ 山 代炭 同 郡日、
ヒ 五 於而十 d，、 7. ノ 岩珠 山 十石、
採坑 プ る／ 一 ）手 此 一 － ー 界： ヨ 一 ノ、一
撫 j註 石 ブ 尺 サ 『ド 三J ヨ 事己 ソ 月 百
ヲ ア 英是 一 六主 ブ リ 居産 一．， 分
日自 JV 組 等膨 尺要十 プ 一 出 至 中
始 毛 面石桁i五ナ 尺貫扇 .A ノV ー

、
セ 大 岩茨 7. JV 内 j邑ス 桂 六十

ン正 ノ J、 JV － ー モ タト セ ノV 島 筒五
ト 五 ~黒 モ シ ノ ヲ フ 砂炭 月 内

シ年 メ 色亦 ブ ヲ 品言 レ岩 山 間外、
坑以 一 一 一 rj1 七 ブ 地頁 ノ、 ノ － ー
；草来 接 ジ 一 ーー 尺 、 層岩大 産 ジ一
ノ ｛本 嫡 / 尺 ！享 唐五頗及野 出 プ、 、
l＆業 サ 光 ノ サ 四層ノV 蛍話I~ 額倉

明 セ レ i~ 来 ー 尺 ア 錯岩五 ＿；・、 木
ケ ノv 粉 ヲ 、、、 二層 ソ ~ft ノ 笹1 約鍍、
ーー ヲ 炭有 ア 尺及北 セ 互村 四 山

著以 ト ミノ リ ノ
亡才 _._ 

リ 層字 十 ーー一一 ，、、 、

一六



英町 リ －ー’jfu: シ｜旬月 爽在 ニ那七手、
粗附産 ナ要軟土間 、、、 ミJ ジ留十セ

面近額 JV ア 質 3禾 ア 主 プ 炭噸 9 、
岩之著粘 リ ト J、 f屈 リ 要砂山 ナ大、 、
ノ 一 ジ 土叉 ナ美ス 決 ナ岩 J、 ソ 正

分次 カ ヲ 用品 レ濃ノV 質ノV 及岐 四

解ク フ 用 jj: JV 町 モ 艮 毛頁阜 年、
セ原ス ヒ l隠 -t: ノ ノ 好 ノ 岩！隠 皮、
ジ料製前丹 ノ 南 ト ナ 一 ヨ 話E － ー一
モ J、瓦者生 ニ方 ミノ フ 層 9 上 於、
ノ 洪業 J、郡 シ松大ス ア成都 ケ

、
毛 蔵．ノ 肥織ア 森正本 ソ 9 牛 ノv． 
亦層盛料回製ニ 五炭共東 j丘 産

之或ナ斐村 l~J 産年 山 ーー 北村 出

iヲ ノ、 ノV 及及材ス度ノ、 厚東宇 額
、

使沖ノ、 土古料古 ーー 石サ方那 ＿，，、
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J主 又ニ 五厚 ブ 層｛弟

J、 扇 六サ d，、 セ 及

九
安 ジ千ー複ノV 同

山水貫尺輝凝郡

岩 量 ヲ 乃石友白
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ーー ブ ナ － ー 帆小漸千 辻群時 .A 放2ノ、
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J、 J毛 ア 向居ス ノ 南東ア岩盤 J、 ナ
－、 、
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、

岩向 ナ UI ブ、 プ ノV 北 南． ヲ 古呈火線
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寒在舌 ス人地 シ 川 二茨

川地辛へ煙方二及筒田
J、 ユ Jll キ稀 ヲ L二麻主村 J、

7］＇丈 ジ ト 毛 薄包流路ロ ニ 阿

深ア ノ ノ ノ 括域 川 跨寒
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之半 一 リ 区 － ー ヲ 而闘 ヲ 甜11 阪 ノ
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正 ー－ ジイ、 J、 茶Z交阿及幾
ツ

Fえ 阿漸山 市 ;((jア通寒網毛

I也 ；主 次 方 及 ヲ i胡コ走騨
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ヲ ナ 十斜本 ーー ト 域 紀山居方、
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さ』さa 宮,_., -r 堪 均七 辛尺匝域 － ー セ厚

辛 陸上 ア 一 尺 川 ーー 舌 一 ジ JV 四

川 服部 へ尺七 流 ジ辛於ア カ尺
一「

構合 キ 入 寸 域ア Jlj プ オ 主日 － ー
頒 j宣炭実寸 ヲ ーー 金流卒 ジ ク ジ、 ヨ

布線屠居中採 ジ ク域均 ン 平 プ

.A － ー ノ ナ屠炭 プ 採 ニ 屠 ナ 均採、
本酪砂 さJ ，，、 ジ 上 掘 於 厚 イ 暗号え

炭 並岩 平得層 ーー プ
しー

寸－ ーー 厚厚、
｝苦 行頁 均へ J、 堪 J、二 プ 一 一一一
＿.，、 ジ岩 一 ク 平 へ 稿尺 ＿.，、 尺尺一 、
層 尺之均ス縮茨採 七 五

L_  



J、採衆至亦ノ 北 － ー 浦 一 ーー 抑結均一
釧炭屠四良炭部亙幌十 ミJ 毛章屠

路厚ヲ 尺好屠ニ ') 炭五ア 留11 厚

衆ニモ ノ ナ J、 J、 プ 回競東路 七
（ 

田 尺稼炭ラ之阿白銭安部国 尺、 、
白 内行屠サ ヲ 寒糠物照ニ ，，、 吉良、、ー，，，
糠外ス ヲノV 夕郡康調 ア ハ十 厚

鹿ノ ノV 纏毛張ノ 路査 ') 留11 勝 四、
路長ニ 綾釧及 舌 長報西 E各国 尺

炭層至 稼路空辛田告部港ノ ーー

田 ヲ レ行衆知村及第 一 ヨ 一 ジ

及稼 ') ジ 回東及舌十 ＿，・、 ソ 音E プ、
舌行．叉欧エ 田徹辛入十厚 ト 平

辛セ 白 洲於ノ 別炭競勝岸共 均

茨 ヲ 糠戦ア稼村田盛岡港ニ 一一、 〆伊『、
田今忠信L J、行ニ 鍍照十 一 北 尺、、＿，
ノ 回路 ノ 過茨亙物ア 勝亙海 四

稼調炭勃去層 '} 調 '} 君E ヲ 道 寸、
行査田差是ニユ プ 査中 ヨ Jテ東 ヲ

衆セ及以十比阿報部 '} i)il 部 f宋
屠ジ舌来年ス寒告ニ 留iJ 路ニ 炭

ユ阿辛頓来 v 炭第 J、 路茨於 ジ

比寒決 エ採 J、 回二白 園田 ケ 得，，ー、
ジ茨回採炭非ア十糠 白鍍ノV J、、

長田ニ 炭厚薄 ク －郡糠物唯 シ、
質ノ 於厚二ニ是競 ヨ 郡調ー

ーー 主ア 一尺シ等套 ヲ ニ査ノ

於要 J、 尺五ア諸照阿亙報産、、，J
ア決従像寸炭茨 ア 寒 ヲ 告炭

主屠来 ノ 乃質回 ヲ 君E ア第地、

九
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ノ ノ 里舌 JV ヲ 著 モ モ

関存十辛 工宝 以 ジ ノ 遜

費ス七 J、 ト プ ク 三色
J、 ノV 町、開 ナ ・1止 肥屠 ナ

期 ヲ ーー 墾ク 人 大 ア ク

ジ 以位地随ノ、 セ ') 而、
プ ブ ジ ノ ブ z足 ヲ 就 カ、
待車概終末居 本 中 モ

ツ 道 ジ害占タ ノ 炭最採
，、、 開 7 即企存 田 毛 茨
ヨF 撃河 チ 業在 ノ、 扇厚

ナ ノ 流殿 ノ J弓 海望概

9 如緩来機ノV 岸ス ミ／

キ ーー ヲ 運 ヲ ヲ ，、、
ブ

蓋 ジ距 ーー 全日 距 ヨF 大

ジ ノ『 JV 際 v ノV J、 一ー
至加ー曾 ノV 遠 下 ジ

難 フ 里 セ モ ク 屠ア

ノ JV. 十 ヲT 異 従宜I二、」J
業 ーー 四 ヲ ーー 来 ーー 尺

ーー 沿 町 ミノ こM: 究 ジ 以、
ア 岸舌 ナ 賦 通 プ 上

フ ーー 辛 9 存 不舌 七、
九 サ 培 市 舌 ノ 使辛尺

JV 段街辛賦 ノ 川七
，、、 地地 Jll 態 地流寸
ク 又 ヲ 流 ヲ 域域 － ー
本 J、 距域探 ナ ーー 達

茨卒 JV ノ 究 ソ 於ス

田地 四 奔 A ジ プ ノv



入玉 リ 調地豊 ジ町候弦位 秋
郎十北査形川 プ ノ ア ーー 置 田
潟米々 匝 ヲ 南名 ヲ 五 j孫、

－ ー ヲ東域 距秋 ヲ 先城
五

シ越ニ ＿，，、 プ 回取年 日
城

グ エ走東 、 郡 リ 試油
之ス 9 部 油 ノ ア撃田 日
、

油ヲ 正其 ーー 田中附セ

隔陵西高 第部近ラ --;; 田
ブ 地方距 一 ヲ 一 L〆 7 南一
、 ノ － ー 一 区占耀－ ＿，、 部一
男西 J、百 メ ヲ 般秋

鹿方狭米 接入総ニ 田

宇ニ長以 シ郎都属！際 農

島 J、 ナ上 北潟セ望南 商

ノ 沖ノV ーー ＿，，、 ノ ノV セ 秋 務

油積一逗 富東モ ア 田 投

田平帯ス 津方ノ レ郡 師

ト 里子 ノ To/ 内 － ー ナ タ 五
相費正火 川展 9 JV 城、
調達陵山 ヲ 開調地 目

.A ス地岩 以 セ査域町
田、 、

正平之地 ブ ノレ 医 ナ ノ

陵野 ト ア 限正域ノV 東 九

t也ノ 並 ソ ト 陵 J、 ヲ 方 先、
一 査走略 .A 地其以 ーー
，），、 ク シ南 ナ南ア 石
洪ノV 高々 9 竿五油 平

積慮距西
、
南部城 ノ

期 J、百 ヨ J、 ーー 目 兆



確武新閲及層調地縦ノV 調 ジ 一砂

質岩第係沖 ζ 査質谷馬査 タ タ 磯

頁集三 セ 積 シ匹 ヲ 場区 ノv ヒ 層

岩塊紀ノv Ji吾 プ 域 ナ 目 域後気費

上岩層モ ニ新ノ セ JII ノ ニ水這

一 及下 ノ 分第地 ヲ 及主再ノ ジ
、

ノ、 凝部 ナ ツニ質 此其要 ヒ 替卒
、

硬反 リ 火紀 J、 等支 ナ 上力低
、

質於下岩成層油 四流ノV 昇 ーー ナ

頁 ア 部石岩 J、 回 主 ナ河 ジ｛衣ノV

ノM仁J’' ソ 層ノ、 J、之第 流 JV 流現 ソ i也
、

ア 1A1 ノ 石新ヲ 一 一 富 J、 在 プ 形一
リ ~·主最英期下匝 沿津南 ノ f受 ヲ

砂質下粗ノ 音5 ーー フ 内部地蝕ナ
、

屠頁部面噴中於 ア JII ーー 形セ セ

ヲ 岩ノ、岩出部 ケ ♂，、 － ー ア ヲ フ ノV、 、
爽ノ 砿：玄 ーー 上ノV 特 る／ JV ナ v ヨ

層ー質武係部 ト ーー ブ 竪 セ低

ス部頁岩ノV ノ 同 河地川 ノV 卒見
、 、
砂川 岩及火三 ミノ 成層中 毛 ナ v 

居室 － ー 安 山部 ク 培 ノ 音Ii ノ ノV J、

ノ、武 シ山岩ニ 新 段暦ニ ナ 士該
、

凝岩ア ;{';- ニ第第 好向 ア ヲ 地地

九 7及 ノ 底質 シ四三 ク ト ノV ~11 域

質問部集 ブ 事己 主己 費直井 チ ..＞、

一 ーー ニ塊第層屠 達角川 w~ 過、
シ爽玄岩三 J、及 .A － ー 北 平去

ア層武 ト 紀洪第 走部 原ニ

主セ 岩ス層積四 Lノ ーー ニ於
、

一 リ 支 ニ屠紀 ノV ア イ七 ア、
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九
五

且 9 新ヲ

ツ Mr第合
凝移三有

茨セ 紀ス

質ノV 屠

ーー モ上

ジ ノ 音E
プ ーー

軟シ上

弱 7 部

ナ介屠

9 化ノ、
砂石下

質 ヲ 部

頁合ニ

岩有属
J、 J主 .A 、
頁其ノV

岩外砂

質観質

砂 J、頁

岩中岩

ニ葡） ＿，、

漸居前

移 ト 記

ス異ノ、
頁ナ 中
支邑I玉, 9 部

質組層

砂粒 ヨ

量不居ュ新黒中於タ斜

ノ 明 ト シ第色部ア ジ長

泥瞭硝ア三 ニ屠厚ク石

方正 ナ 々下紀 ジ ナ サ火砂
左u王, リ 異部居 プ ノV 約山 ヨ、
球本ナ居中 粘砂十岩 9 

ヲ 層 リ ヨ 部土質五質成

合中黒 リ 質頁米ニ ノV

千千 ニ青上中 ナ岩エ そJ モ

Jミ J、色部部 9 ーー 連ア 中、 、
向介ニ屠居 良移ス 浮ユ、
下化 ジ ーー ナ クイと硬石少

部石ア移ノV 屠ス質質量、
屠ヲ 硬化砂面硯頁凝ノ

ト 合質セ質 ユ質岩友石

ノ 有頁，ン頁沿頁 J、岩英

境ス岩 ト %王r ブ岩其ニ ヲ
界 JV ヨ .A J、 プ ノ 上移 j昆

附 :::r 9 ノV 硬 細露部化ス

近 ト モ 中質 片頭ニ．ス JV

ニ稀大間頁 ーー ニ於ノV τ玄

於ナ片居岩破於ア 部 ト

プ ノV － ー ーー ヨ 砕 ケ徐分 ア
白 モ 破 1謁 9 .A ノV 々 ア リ
色最砕 ジヰ多 ノν 性ニ

、
9 本、

管上 シ外化 性質軟ア 屠

版部且観セ 質 J、弱厚 J、

ノ ーー ツ J、ノV ア 一 ト キ 時
海 J、居下 毛 y 般ナ慮 － ー
綿多理部 ノ 一 y － ー 甚



ニ其露石 ニ沖河海洪多 中居上岩

ジ他出英終競成 ft~~ 積極 一 ノ 部中
ブ ーー シ粗ノv ：層増 i住居類合最ニニ

其稀双面 段 l~f ナ ヰi 上 アノ、

他三 色岩 沖上居供 ソ -{! 部ノν 多

少黒ニ 結ニ ア私一 ト ブ lニ モ 益

量雲 シ石 層好 9 居ス ノV 属 ノ メ
、

ノ 母ア 英 ＿..・、 ク f・1 一 、 シノ、 介

黒竜 ア流組 正後奮ノ、 介向才丑イと

ヨ.J霊~ 9 朕面 陵達河正 化斜長会石
、

母 ~It 構岩 地ス床｜凌 石 ーー ナ ヲ

及徴造 J、 ノ ノ 主也 ノ、 沿ノV 埋

角銃 ヲ 調 西 砂ノ 同~ フ 偽識

閃下呈査 方 磯西
eー＋． 
プ 居ス戸t、5 

石ニ シ区 ノ 屠縁 ト・てvぬ－ 
-6 、 ヲノV

、a 、
ノ J、友域 卒 ナ － ー 可Q 門示外

破斑色 ノ 野 ノV 費 号市I セ泥

片品 ノ 北 ヲ 培達 及ノv "Jj,反
炉！..、~

γ ノ、石部 ナ 段 セ 、a 入砂岩

9 主．基富 ジ 堆 JV Zf 困層球
、
石 ーー 中田 プ 積赤占 5 附ナヲ
基正ニ 附 喜安 屠土 ニ近 9 i々:.:l、

51 、
J、長長近 達 ア及 ドヨ・、；，う. ニ 該有

褐石石 － ー ミノ ;I 砂 分砂ス
、 。2布府頁、色斜及於 西 7 礎

ーー 長石ア 古描 井屠
号P セY 新J、 岩質－ 

シ石英頁 J、 JI! ヨ
ト．・ヨ、，3 
、

ア及ノ ＊可J 入 土 リ 上鈍砂

汚石斑下 良E 流成 等部ニ岩

染英品 － ー 潟 ノ ノV ノ 屠紀ノ
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九
七

物 ：ジ安

質支 山

ヲ 武岩

以岩質

プ ヨ 集

穆 9 塊

結 ふを 二t百.lJ’ 

シ以

タ 前安

JV ーー 山

堅！民岩

回出質

ナ ジ集

ノV タ 塊

岩ノV 岩

石 毛 ，.，，、

ナ ノ 井

9 ーー Jll 、
安 ジ及

山 プ 馬

岩黒場

塊色 目

ヲ 安 川

検山 間

ス岩 ノ

ノV 塊 山

一 ヲ I也
黒茨 ヲ

色色構

紫 ノ 成

ーー J、 木斜ノV 及 － 『、、． ！シ 支セ
、

至輝 形長 "" 玉般柱 J時武 フ
v 石 斜石ノ ’髄 ーー 賦場岩 v 

ノV ヨ 長 ノ ，.，，、 ヲ 本節 目 多
ナ ヲ 石外線 以岩理川支少

9 善主 ト 甚 黒 ブ ...、 ヲ 及武脱

化 其 タ 色 充殆 ナ 富岩球

ジ 間 シ｝険填 ン ミJ 詩E J、作

タ 隙 ク 君事 セ プ 内東用

JV ヲ 接ノ フ 斑露 JJI 方 ヲ
モ 充 イと 凝 ノV 晶出 上 ノ ~止T, 

、
ノ 填シ 2疋外 ナス 流薬 ケ、
ーー セ タ * 観ク黒 ノ 師タジ ノV ノV 様 J、 多 川 峡山ノν

プ 総輝 ノ 紘孔産谷 ヲ 波

之 黒石物黒質泊中構球

一 色 ヲ 質 色 一申 地 ユ成 ナ
ヨ 物見 ト 堅 ジ ーー プ 三／ ソ

ヲ 質ノV ナ 1致；テ 於 J、 東
、 、

ブ 及他 Lノ ナ 其ア 熔端
克邑且三, 磁 J、 ソ ノv =IL J、 岩 ノ、
石 鑓i放額 岩穴油，ノ 背
，，・、 鍍射徴石川井 間斜

線 ナ 扶鏡 ナ屡ノ ーー 車由

黒 ') ーー 下 .JV 方 底 桂 ーー

色 緑傾 一宇 毛 解部質沿

ヲ 黒 ，ケ J、 盤石ニ 頁 プ

呈 色 Y 少 化 ノ 現岩 プ

二λ 物拍量 ジ結 J、 ヲ 露 ~ 

JV 質 子ノ タ 日日目 ノJV 挟 出、



ブ 西 ヨ 恰稽場近本 地 及岩 ジ J、 蘇

上ニ ') 毛 的 目 ニ調質 緑ニ 輝 外 輝

蛇向 調 背 ニ川 亙査構色酷 石 観石、
Jll ヒ 白斜排宮 ヲ 匝造角 似中 黒安
ヲ プ 目 ノ 列津ア 域 閃セ 紫色山

通走ニ 中 ジ 内 略ノ 石 リ 蘇 ニ一ー 疋’%
、

過ノV 達軸東 川 南構 ノ 顛輝 ジ及

ジ断ス ーー 西 間 々 遺 斑徴 石 ア 黒

井唐ノV 嘗雨ニ 西上 品鏡 ノ 披色

内 ア 主 v 翼於 ヨ ノ ヲ 下 量球角

ノ ソ 島実 リ － ー プ ソ 主 散ニ 多質閃
、 、
東背 ト 同！J

.；，、，J，、 北 線 在 J、 ジ ノ 石
ー「 、

方斜平記駐断々 ..＞、 _A バ角石安、

一 J、行 ノ 質屠東上 輝イ 閃基山

マ油 ナ 向 頁 ヲ 一 自己 石 ロ 石中岩

プ 田ノV 斜岩 ナ 走 川 ..＞、 タ 支.... ーー ア

達第断ノ 露スノV ノ 稀 ~ 山 親 9 
、 、

ジ二屠西 出此向東 ーー ジ岩長前

プ 区線側 ス主斜方 存 チ .；，、 石者、 '/ 、
消中 ア d，、 東線軸 ヨ 在ク 黒紫 ヲ

し一
失ノ ク 構端 ノ － ー ヲ ス構色蘇主、
_A 黒其造 ーー 雨 ジ馬 1在ft .;::. 輝 ト、
其 川 他箪露側 プ 場 ノ シ石ス

、
1・

他 背ニ 調 出 － ー 豊目 石 Jテ 普紫

馬斜龍 ナ セ J、 Jll ;f寸 ， 基紫通蘇、
場 ノ 毛 フ ノV 地井牽 中蘇蹄輝

目 連 ヨ _A 支質 川 及 ーー 輝石石、
Jll 績 リ 上 武 J、 関門 斜 石 ヲ宝

及 ア 北 山 岩略及前 長安散山

富 リ 々 内 ノ、 事f馬附 石 山 在岩

九
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九
九

調石示問 加十 J、 リ 卒 プ 笛I ク非津
、

査油ス ノ セ 度馬｛頃行 J、 タ ニ劃内

匝 モ i也 リ 以場制 ジ地 v 従稽川、
域 ノ 域向上目 J、北屠 タ ヒ 的問

、
中 ナ ーー 上之川上々 ノ JV ア 背ニ、
石 ヲ 於部ヨ富虻東商 水不沈斜於

油 ァ層 Y 津川 平完降．構ア

ノ 最ノ以内東 的金セ造ー

多色 モ 分南川方々 喰 ナ リ ア 背、
候 康布ニ 間 ヨ 西 ヒ JV 向 リ 斜、
ア ジ J、於ニ

、
ヲ ヲ 違竿槻上軸

JV 之南ア 於 j品以 ヒ 常木蛇 ア
＿，、 v 北十ア場ア ア 篠北川 ノ

、
豊 地雨五五日正 Y 構方 ヲ 主、
Jll 暦方度十村規金造ニ 通線

沿 カ － ー 以度壷 ト 檀 ヲ 於ス ノ

岸 南行上以及ジ ト ナ ブ ノV 東

ノ 北 ク ニ上門愛 三ノ セ -" 黒側、
槻 雨 ーー シ馬前勤 プ ヲ 金川 ーー、
木 方従ア 場附ニ ＿，、 向山背 J、

及 － ー ヒ 南 目近従地井附斜玄
上 大最方川 ヲ ヒ 居川近軸武

虫己 － ー モ ニ及遁ア ノ 及マ ノ 疋u王, 
Jll 蹴狭行井ノV 部屠馬 プ 連地

ノ 上 ク ク川主分向 場面績 ヲ

産 セ 大ユ 間線的 J、 目 部 J、主

油 ノV 峯従ユ ーー ーー 構川 ノ 北軸

地 ::r 及 ヒ 於 1官接造 ーー 断方 ト

瓦 ト 金ア ブ ブ調線沿屠ニ セ

富 ヲ 山増ニア ア ト アι 一’・ 行ノV



;V ノ、斜附調 採 ーー 砂示 ト 向 モ 十津

債地軸；豆査油 モ 岩ス 一 － ー ノ 五 内
値居ノ 一 区 ス 油 ア 富致沿 ナ 米川、
ノ、 ，，、 述 於域 臭 リ 津 ジ フ リ ノ 馬、
減北総 7 ーー ア ブ 内 プ プ 其問場

却方 ーー 現 プ JV 石川排 二東油 目

セ － ー ジ ーー J、 頁油上列 4困 ーー 砂 川
フ 行 ブ 採四 疋.... ヨSi ヲ 流 シ 庭砂露関

ノレ ク 上油個 ヲ 浸脇地 ーー 岩 出 ナ
、 － ー 此 ジ庭 露染村屠石 ーー A 9 、 、
ナ従川 且 ーー 出 A 調面 油石是馬、
フ ヒ ヲ ツ 試 A 層岸 ーー ノ 話l レ 場、
1ノ プ 通北撃 塁長 向 ーー 沿 露ノ {tJえ 目

毛 沈過方 セ )lj 北於 ブ 出浸斜川

術降 ジ 一 フ 沿十 ブ プ ア染闘北

石ス 井進 レ 岸五 J、 t也 9 セ 屠方、
i由 ノV 内展タ 上度駐下 上ノV 線三

集 ::3 ノ セ リ 蛇東質 ヨ 記 モ ーー プ、 、
中 ト 東 ン其 Jlj f@l 頁 9 二二 ノ 1皆 ... ・、

ーー J、 ’マ ト 他 及 iil岩上 4困 ア ア 帝
通事 ブ A 豊 槻西 ノ 昇 慮 ソ ブ 稗

、
セ 質遠 ノv )lj 木方問 セ ノ 其：石寺
JV － ー A 放流 附五 ーー ノV 露北 i白調
構 ジ ノレ 況域 近十厚 モ 出方 ノ 岸、
造 ブ 背 ーー 上 ーー 度 サ ノ J、 ーー 法ノ

ヲ 石斜 ア 虫じ 於 ナ 約 ナ 地 J、 出河

ナ 油軸 9 Jlj プ 9 ーノV 居地 シ床、 、． 
セ － ー － ー 黒及 J、 英五 ::3 ノ 唐来 ーー

9 調於川槻 現劃米 ト 屠ノ v 約、
小ス プ 背木 時岸 ノ ヲ 向居ノV 二

一O
O



無方 ー詮ノv i由 タ 翼露調方 モ 質倉
，，、 ナ J主 ヲ ，，、 ノV J、 出査 ーー 金詮石、
寅ノV へ以断此｛tJl匝匝進 山 A 油
詮絢！ キ プ 屠等斜域域展附 JV 曾

セ疎地先続ノ 不 ナ 中ノ 近ニ 枇

フ下域年 ーー 事調 リ 試結 ’す ；－ニ- J、
、

Lノ ーー ナ ノ 沿貫 ナ此掠果 7 フ 九
ヌ、 プ リ 試 ヒ d，、 ソ 露地其 J、 サ木

可b 、
現其撃或地向 J、 ト 債石 9 橋

一 他 ノ ノ、屠其：ー ジ値油 キ ノ、
J: ーー 結束ノ 南背 プ J、 ノ 槻束

総富果翼．援方斜最知集木方

掘津ユ ノ 勤 ／、 ヲ モ フ 申 ノ － ー
－ ー 内失地多馬構属ノV ユ 竿試
依川望屠 ヨp 場成望 、 通常盤

ヲ 上 セ 面 ::r 目 A セ ーー セ 陸 シ
、

プ 流ス ーー ト Jll 地 フ 至 JV 構タ

試 ーー 重沿 ヲ ノ 屠 レノV 構造 ）V

撃油 .;{- ヒ 示傾 J、 タ ，、、 造 J、 モ

セ 砂 プ ブ セ 科東ノν シ ヲ 地此

フ ノ 試上 JV 断翼 J、 持層背

JV 露撃昇 毛 居 J、 時 t、長 カ斜
、 出 ミノ ジ ノ 一 傾場 セ 北軸。 ー毛 ア 油露 ナ 依斜 目 リ 方 ーー、
未 9 座 出ノV 9 五川 撃 － ー 油

1・
タ 其 ノ セ モ プ 十北 井沈座

油僅存ノV I也北度方 ノ 降 ノ

座 カ否 モ下方以 ノ 一 ジ存
ノ － ー ヲ ノ ノ ト 上石 屠 ツ 否

、
有西賞 ア石島Ir 西油 北 ，、 ヲ



鉢々東東越方該東流調位 新
伏西山 ニ後基地 J、五査置

3烏
山 ヨ 々 亙図米域五十匝及

ーー ') 脈 ') 信 ア中十嵐域地 東系

ジ北 J、調濃 ヲ ノ 嵐川 J、形 大
プ 々調査川 山川 ヲ 北 面
二東査匿卒 阜支境 J、

百ニ匝域野 地流 ト 南 油

九連域ニ ノ J、大 ジ蒲 田、
十亙ノ 連東 西平南原

入ス南ナ方 方 ）II J、郡
、
米之部 タ ーー ユ流古森

ヲ ヲ 庄ア起 伸域志町

算鉢川大伏 長 ヲ 郡村
農

民伏村面ス ス以 ト ヲ
商

、
務

本山堀油ノV ノV ア南経

山脈瀧田所 梯限蒲ア
技

服 ト ヨ ノ 言自 形 ラ原三
B市

J、稽 ソ 低東 ヲ v 郡 f廉
、

千調セ低夷山 成西 ト 町

査 ン夷ナ 々 シ J、 ノ 附
、 谷垣本ナ ノV 脈 其信境近

域山ノV 山 J、 面濃 ヲ ーー

ノ 脈山地南 積川流流 女子 。
脊中阜 ヲ 々 ノ、卒 JV JV 

梁最 ト ナ西 約野 、 、 之

ヲ 高成 セ ヨ 五ニ苅信

成 ナ リ ヲ ヲ 十臨谷濃 助

ミJ JV .7 ヰヒ 一 メ 田川
北 J、南 々 卒 ヲ 川支、 、



第調地 ナ米十ス 十米地横面面部、 、
1 三査質 ジ乃米苅米ノ 形断吉 山 ーー

紀匿 至 ノ 谷乃東 J、 セ 野脈高

層域 五三田 至西牽 フ 屋 ア起、
ヲ 十培川 百ニ 航ノV 吉 ソ 伏、 、

ノ、構 米段 ノ 五走 ヲ 見岡本 ト、
下成 八．ア i自 十 レ成附ノ 山 ナ
部ス 十 ヲ 岸 米ノV ス杉村！眠 ソ、 、、
中ノV 米而 ーー ノ 山人津落 J、南

部地 乃 シ J、 牽 阜面地 ヲ 百部、
上質 至 プ 培 地 ヲ 地方経米ニ

部 J、 百河段 ヨ 成方 ノ プ 乃低

及第 米流地 ソ .A ..＞、 山如至起、
最三 Eえ J、持 成調調阜法二伏
上紀 百屈 ク 9 査査 J、寺百 ト

部屠 三曲費鉢区区五村米ナ

ノ 及 十多達伏域域十落ノ JV 、
四第 米 ジ ジ 山 ノ ノ 米ユ 卑本

屠四 ノ ト 高版東南乃連嶺山

ニ紀
一－ .A 
距 一 部東至 ナ ヲ 脈、

匿屠 培五略接大部百 ソ 成 ト、
J}lj ナ 段十四 シ卒ニ 五大 シ並、
.A 9 ア嵐十特川 シ十面小行

ノV ト 9 川米殊・ノ ブ 米村栗 シ、 、
:::r .A 河ノ 五 ナ流百ノ ーー lh ブ
ト 流沿十 ノV 域米高ア ノ 其

ヲ J、岸五地地乃距大東西

得 屈 J、米貌方至 ヲ 面 ヨ 方、
下 曲四及 ヲ J、二有谷 ') － ー
部 少 ’十七有五百 ミノ ーー 大大、

一O
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一

（

U
五

有服及中ス嘗村屠アア附介ヲ層

ス及凝部へス回ニ J、算近在成、
ノV 堀灰層 γ 其川至頁出ニスジ頁、 Jス、
イと溝岩 A 而多支ノV 岩）現 頁ア 岩、 、、
石人介砂ジ 量流 ユ及頁出岩現頁

帯面在質 :f .：二地従砂岩スノ出岩
一寸

ア地ス頁頁べ方ヒ岩及ノV 厚シ及
、 、

ソ方砂岩岩クニ各ノ砂モサ砂砂、
砂ニ質及及タ屡屠各岩ノ J、質岩

質規 頁頁砂ン扇ノ屠ノヲ大凝ノ

頁 布岩岩岩 t桃厚 J、互 最 約友互

岩セ J、質屠フ朕サー居下ニ岩居

ノク調砂ノこ化ヲ尺 J、部百及ヨ
、 ＂＇

｜・厚 本査岩厚玉石培乃上ト米細 Y

！サ屠匝ヨサ置居加至遁｛毘ア砂成

J、ノ域 9 ＿，、介ヲジ三下定乙岩ノV
、明J ，－、、

大上内成大ヲ介ニ尺部シ厚挟頁

約部ニ Y 約埋有守ノ頁アサ在岩、
五ニ庚砂二蔵ス米厚岩本 J、ジノ、

百ハク質百スノV ニサノ成随屡調

七主費頁米 JV 岩蓬ニ西寺所泥l 査

十ュ這岩ナヲ屠スア部村稿 Z正直
ー寸

米チジ層 9 以 J、ノV 互ユ回異岩域
コー

アリ鉢ノ ア本コ屠現川ナノノ

リア伏下 玉屠トヲ出谷 ν 薄北

長三山部 置 ノアナジ支ノV 屠部
〆’＼

岩 努服ニ 介上ソセ其流モ及ニ、 、
質 介大 J、 帯部本ト下大背其背

＼～ノ

砂ヲ面砂 トニ成毛屠津斜図斜

岩合山岩 稽該寺上ユニ軸塊屠



成調地他積苅第域最磯匝上畿 J、

ス査質 ノ ジ谷四 ノ 上屠域部蓮砂、
大臣構卒砂田紀東部介ノ 層ス質、
面域造地磯川層部屠在東 J、厚頁

、
背ユ ヲ 及ノ 南 J、 ジ部砂サ岩、
斜於 構粘雨 J、 部砂偽商岩 J、 ノ

、
屠 Jテ 成土岸培 及粘層部 ヨ大上

及主 ジ ヨ及段南土 ヲ及 ヲ 約ニ

庄要 キ占 9 調堆 西及ナ商成百累

JII ナ 土成査積部磯ス西 ；v 入 積、 、
背ノV 砂ノv ~ 居 ーー ヨ 底部砂十シ、
斜地 及 J中域及現 9 ア ニ岩米ア

屠居 磯 藤 ノ 4市 出成 ヲ 現 J、 ア互

~~ J、 ヨ 居南積 セ ソ 出頁 ソ 一、
チ下 ヲ J、西屠 7 上 ス岩 主墨、 、
是部 成信部 ヨ 屡部 本質 移

ナ居 JV 濃ニ 9 埋砂 岩砂 ジ

9 及 川脅成 木岩 屠岩 調

中 卒達ノV 居ヲ 中ノ 査、
音E 野ジ培 挟不 二上 匝、
屠 五前段在整 .；・、 一 域

ーー 十記堆； ス合 頁整 ノ

シ 嵐各積ノν ニ 岩合 中

プ 川屠屠 箇被 ノ 一 音日、
一 及ヲ .＞、 慮覆 薄累 南一
背 苅不五 ア シ 屠麓 部、
斜 谷整十 9 プ 浮ジ 及

屠 回合嵐 調 石 7 東
ヲ Jll ニ Jll 査 層調 部

形 其堆及 医 及査 一－・
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中斜斜面 ジ野 J、 _A ナ ヲ ニ走北大

一 _A a，、 村其 屋蓋ノV ヲ 小緩 9 約面

介ノV 東 ーー 雨 ノ シ モ 内栗ニ更ニ背

在 毛 翼 ブ 端東此 ノ 町山 ジ ーー 十斜

ス ノ 一 常 J、 ーー 断 、 ーー ノ ア吉度屠一
ノV 、 十 蔭砂至屠如連東西田東 J、

細如九 般質ノV 背 ジ 亙 一 翼 ノ ーー 調、
砂 ク 度 構頁背綿内 .A 連 ーー 東走査、
岩約西 造岩斜軸町ノV 亙急方 9 匝

及十翼 ヲ ノ 車由 ーー ノ モ _A 

、
ナ ーー 矢域

堕、b副l ー『 ノ－－＇－、- ナ上 ノ 沿南本ノV 9 プ 回 ノ、
JJC 度十 .A 3目I'<~ ~I品11 フ 方背断小川 ノ 西

砂 ノ --'-- モ ーー 近 ブ ヨ 斜居瀧北東部r、

岩傾度 ノ 依 J、 基を 9 車出 一 ノ 四、方 ーー
ノ 斜ナ ヲ 砂生見 ーー プ 南十 ーー 横

登 ヲ 9 云被質 .A 附沿横方五至 ..；・、、
達成如 プ 覆頁 ノV 町 ヒ 首｛ － ー 度 ヲ 9 、
_7,、 二~ 1会 ，、、 セ 岩 毛 、ニ 暫i セ 於東和、其
ノV Z壬 寺 ジ フ ノ ;/ 亙屠 フ ブ ーー 麓軸

、
ナ 其地 而ノV 下 ナ 9 主義 v J、走位 J、

ヨF 北方 ジ 、 部 フ プ 存上本 L〆 ミ／ 大

ヲ 方 ーー ブ カ ーー ン瓦 シ部背 9 ブ 面、 、

｝O七

以 ーー プ 北故該大斯断層制傾北村

プ 至 ノ、 潟 一 嘗面接屠ノ 屠宗寺約小
主主 レ東 一 本ス 村散背被 J、 ..；・、 二瀧

居 ノ、翼 プ 背 JV 北 ノ 斜覆小一十 ノ

向砂 J、 南斜地潟筒屠ス瀧般五東

傾質大 翼屠居 ヨ 慮 ヲ ノV ノ 一時 度方
斜頁 ーー ノ d，、 現 リ 多形所浮東東 ヨ

ヲ 岩援 傾大出吉 キ 成 ト ヨ 翼 ーー 9 



谷村庄 田 ヲ 砂西南 ジ東成及 ヨ生日

上ノ )II － ー 成岩方岸之山ス入 リ ノv
流北背 ブ γ 稜ユ ヨ ヲ 油 モ 十推能

ヨ 東斜 J、 プ 連十 ソ 構田 ノ 度定 J、

ヲ 隅層地北 シ入其成 － ー ト ノ 二ス _A 

、
一 ーー ~、 層方北度北ス於云念、ノV 然一
谷述調 ... ，、 － ー 々乃岸ノV ケ ア 奈｝ ト レ
川亙査 北沈東至 ーー 1也ノV へ ヲ キ ト

ノ J毛 区 方降及二連屠東 ジ成 J、 モ、
上傾域 ーー _A 北十亙 J、 山 ス東砂、

故翼質流斜ノ 隆而々 ジ中背

一 －＂，、 中 起 ジ西皮庄部斜 一 J、頁

亙一部 ジア :=. 一 川屠層 大大岩
リ 般 － ー 庄堀六傾村ノ ~、 面ニ ノ

プ 一 横川溝反斜堀砂・調 背緩上
竿東 J、 背 ヨ 万ス溝質査 斜斜部、
常翼 ') 李｝ ') 至之ニ 頁匝 1雷ス 一、
’恒＊宣・ ーー 主主屠北十 ヨ ブ 岩域 ノ ノV 相

朕緩軸 一 方五 ') 居 ナ ノ 北 ナ嘗

f再 － ー ~、 速約度北向 ') 南 葡i フ .A 、
造西大亙千品部北 ト 方 －＂・、 γ JV 

、
ヲ 翼卒 _A 七銭 J、七ス 一宇 著而第、
成 － ー ~)j 百封頁十本、ア ジ シ介

ス急ノ 米 グ岩六岩漸 キ ブ ノ、
主主 ーー 南 ノ 午質度 J、次 非西化

北 三／ ヨ 筒寄砂東苅北 調翼石

方 プ ') 庭蕗岩ニ谷方 稀 J、帯

鉢大本 小 WC 及 シ田 ーー 構七 ノ

伏面成 宇樟上ア 川沈 造十分

｜山
ノ ーオ寸ーよ 浮 遣部北 ノ 降 ヲ 度布

一O
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村地油調’石 ーー 山東ア大約部五 ノ

如小株 査制i 走附 － ー 北面困層度附、
法宇式医克 v 近 ジ方背十ノ 内近

寺 向曾域斯 ノV ヨ プ 本斜度現外及

地鉢吐内及 断 ヲ 小成層 ーー 出 ナ其

方伏ノ － ー 鍍 屠北栗寺 ~ ジ J主 9 西、
及 ーー 経於泉 ア 二山村圧 プ ノV 而方

見 J、管ア ヲ 十ノ 田川西ニ ジ ーー

附賞、ニ現 東度東川背翼至 ア於

町 田係今 山東ニ 谷耕 J、ノV 地 プ、
附石ノV 石 断 ト プ ニ屠六更唐 J、

近油 モ 1m 層ナ鐙至 ト 十 ーー J、東

一 株ノ ヲ ト ν 位 リ ノ 度其北翼

於式ナ産 呼 ヲ ジ該間内北方ノ、
プ 曾 9 コλ へ而北軸ニ 外方ユ傾、
J、枇庄ノV ソ ジ 四 ノ 横ナ 田隆斜

克 ニ川箇 プ 十走ノ、 ソ 川起 J、

斯属背蕗 該度 向ノV 谷ジニ、
ノ ス 斜 J、 向東 J、 向 支本十

霊堂ノν 層大 寺斗 ト 南斜 流成度

生試 ーー 面 軸 ナ部屠 大寺内

及掘麗村 ニ Y － ー ，，、 津村外

｝O九

E軽井ス 北 沿更於見 ーー 田 － ー

* 
ア ノV 潟 ヒ ーー プ 附 J、 ）II ジ

ノ 9 庄ニ 南矢 J、町 東上ア、
湧其川 ミJ 西田約ノ 翼流西

出 他村 ブ ヨ ノ 北東 ノ ユ翼

_A 本 大 日 9 東五ニ 傾ア .；・、

JV 成字本 北大十起 斜 J、四

ヲ 寺石石 東龍度 ソ ~－ ＇ 下十



国質 1勘近附井 i白面大

一之分良一尺縮

<i k’ 

背斜事由

。＠＊・
撃井中出消後底弁 i受出消磨向及傾斜

ll¥.宇ハ鋲斜テ示ス

,., 
⑨ 

出？白井
重量
砂質頁岩暦 底井跡

見大
面

産

油

地 一一

O

大

面

産

油

地

大

面

ニ

ア

一

南

蒲

原

郡

大

面

村

北

潟

及

ア

見

附

町

ト

・
三

保

町

ト

ノ

問

停

車

場

ヨ

') 

一
位
ス

y

帯

織

η
ノ

東

方

約

二

十

五砂

質

頁

疋三百

ジ
一
位
シ
、
地
質

ρ

－
プ
凝
灰
岩
及
砂
岩

町

ノ

・山田・噌．，

ノ

薄

屠

介

在

都

背

斜

構

造

ヲ

成

ス

、

東

翼

ρ

シ

地

層

ρ

非

封

三

十

五

度

内

外

ノ

傾

斜

ヲ

急

斜

ヲ

ナ

ジ
、
西
翼

ρ

六

十

五

度

内

外

ノ

ス
、
油
井
川

其

束

翼

ユ

掘

撃

セ

フ

レ

背

斜

軸

ノ

東 ナ



日

本

石

油

曾

祉

＿，、

大
正..ジ

年

四

百

五

十

米

在
夕
、
大
面
ノ

方

約

三

百

二

十

米

乃

至

産

油

地

ト

ブ

世

問

ーー

ノ

最

近

貫

ノV

シ

開

至

ジ

ニ主

＿，、

::7 

ーー

プ

ーー

ーー

ト

ノ

ソ

ブ

第

北

潟

字

諏

訪

畑

ー
」
式

襲

井

法

競

井

ヲ

月
「
ロ

ーー

開

掘

ジ
、
大
正
三

ーー

タ

ソ

錨

管

故

障

年

二

月

掘

進

間

数

四

百

十

四

間

達

f掻

坑

ジ

2毒
メ

セ

η
ノ
、
大
正

ーー

モ

セ

ノ

開

掘

ジ

大

正

五

年

五

月

深

度

四

百

七

十

五

間

四

年

第

二

競

井

ヲ

字

奥

谷

ケ

入

一
深

掘

第

四

琉

井

ノ

以
－
プ
更

ヲ

施

行

僚

観

噴

油

成

功

達

ジ

ジ

/V 

ジ

ヲ

セ

一

ーー

ヲ

η
ノ
、
今
左

掘

整

中

ナ

油

井

表

示
＋
ノ

現
メL• 

九
挽
井
、
十
競
井
ヲ

三／

至

ーー

－＇，、

ヲ

ソヨ語第 井名
第 第 第
回

誠弁誠弁 f弁席

同 同 I司 十 機
A 
間 高

一
十大 七大 九大 二大 匙‘ 

月正 旦正 月正 旦正
工

王五 士五 六回
十コ

有1

三£一一 月
日年 日年 日年 日年 日

一

三工旦目正年大大

十大

二人早大正五
一大 i潤

万正 月正 JI: 
年

十五 五回
月日

日年 日年 日年

一
四 五 四 四 弁
百 百 百 百

九
七 十

一 十
十 十 五 四

深
問 間 問 間

一
四 五 四 t出岡
百 百

百
七 暦

九
四 十 ノ

十 五 深
間 間 悶 サ

一
十 十 十 海弁

A 十 五 抜
五間 間 九 間 高口

一 四 五

尺 尺 間 尺 距ノ

Z大十凶L噴白一 芸産日王誌量畠宮瑚泊

廃 腹

石 弁 弁

/I、 九、．
1・
七五 年線、

i¥ 
問符 。石六円 月報

同 奥 奥北 諏北 位泊
谷 谷潟 訪~勾j、 井
ケ ケ，J、
入 入学 畑字 置ノ ーーーー



:m 第 第 第
八 七

」命

五ノ、
}j)t 罰是 t虎 f虎
弁 井 井 井

一
同 同 同 同

九大 七大 玉大 二大

月正 月正 旦正 旦正
凶大 九六 十六 十六

日年 日年 日年 日年

一
玉大

旦.iE

十－I五f、-
日年

樋 掘 五 四

百
百

進 進
九
十

一 九
中 中 間 間

四
百
九
十
九
問

十 十 一十 ム 五
入
ノ、

問
間 間 十

五 四 五
尺 尺 尺 間

一
十

一石

1・
五
四

一 九石

谷奥字小
同
訪諏字小
同

入 畑

JV 

i由
屠
d，、

海

面

大

面

油

層

ア

目

下

採

油

大

面

於

ケ

Y

油

井

－一
ジ

シ

ツ

、

ア

夕
、背

斜

屠

ノ

.＞、

層

向

北

四

百

人

十

六

問

東

翼

以

下

四

百

五

十

問

乃

至

間

ーー

ア

ノ

三

十

二

度

乃

至

四

十

二

度

ーー

ジ

プ

東

至

四

十

四

度

東

、
傾

斜

南

東

ニ

三

十

人

度

乃

ア

傾

斜

a，、

北

西

方

従

夕
、
西

翼

屠

向

北

三

十

度

東

JV 

傾

斜

援

ナ

ジ

至

.＞、

ー

－ 

ー

－ 

ーー

ヒ

以
テ
’
西

翼

ノ

傾

斜

ヲ

卒

均

六

十

六

度

ト

六

十

度

乃

至

七

十

二

度

急

斜

ノV

J屯

ーー

ヲ

位

置

ヲ

推

定

東

翼

ノ

ア

地

下

背

斜

軸

ノ

ス

ノV

｛頃

科

ヲ

平

均

三

十

七

度

ト

ジ

ジ

ヌ

；•〆

志望

背

斜

軸

第

七

競
井
、
第
四
競

大

面

村

北

潟

字

奥

谷

ケ

第

六

就

井

、第

三

競

井

、
第

二

競

井

及

第

五

競

井

ヲ

連

ア

海

面

下

四

百

六

十

間

箇

慮

入

ブ

＿；・、

ーー

ーー

ノ

、＿；・、



一一一一一

ヲ 第長居挟グ頁 ジ岩、
ノ 位 ト 東井

此六石 J、在合岩ア ニ 箇置モ 一 及
合 競 砂深セ 有 一 1• シ庭 ヲ 各走第／ー、、
油井岩度ノV ジ逢部ア 字明油ノV 入

屠ニ ナ海 :7 且著 頁 是奥ヵ井 毛 競
，，、
プ '} 面 ト 、浮ス岩 ヨ 谷ニ ヨ ノ 井、

第 J、 ト，下多石而及 ヲ ケ J毛 ヲ 、 ヲ

三海 .A 四 ク ヲ ジ砂 以 入ノV 採如連、、．，，
競面 百且混 プ 岩下ニ :7 取 三、/ 又

、
井下 五 屡 有地ノ J、於 ト シ各ノV

－ ー 四 十凝セ 表互砂ア ヲ タ 油線

於百 間決 ヲ 下屠岩地得 JV 井
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ケ入 乃岩深ニニ ノ 表へ岩ノ ノ

ノV 十 至及度百逢介 ヨ ジ石地問、
海入 四長四五著在 '} rw ノ 質 ーー
面問 百石百十 三J セ海 チ標 ヲ ア

下 ーー A ニ 問問地ノV 面背本詳 ヲ

四 ~l 十 富 以内表砂下斜及細 y

百長
」 4
メ 下外 ヨ 質三軸其ニ 寧，、

七石 間ノV ユ ノ '} 頁十 ヨ 記比 ロ、
十石 ノ 砂 ア筒二岩ニグ 録較前

間 英 間岩ノ、慮百ナ 関東 ニ J毛 者

ノ ヲ － ー ヲ 頁 J、 入 リ ーー 方 ヨ JV ーー、
合 j昆 在介岩海十夏至ニ '} ::r 3丘
ah セ ノV 有屠綿問 ーー・ JV 百略 ト ク

屠ノV 凝ス －＇・、 ノ ニ 百 間五其 J、商
、

一 F凶).... 友 而 泥化 ジ 四 J、十屠困西

相油 砂 ジ友石テ 十砂米位難 ヨ

嘗屠 疋u王, ア岩ヲ 下 関質内上ナ ヲ
コぇ ア 及油 ノ 多部ユ 頁外ノ V 北
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面紫面 シ耕東 置 表ノ 在十居ア ノ、
下蘇下各層ュ J、 ノ （口ャ 9 四 J、第ナ
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百石百井西 v 主E 向屠第ノ 面競第
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厚ノ 砂ネ琉三七海 ヨ 面ノ ーー 四 J、

サ大 J、凝井競競面 ソ 下合ア 間海

五サ厚茨ノ 井井下十四油ノV 四面

尺 J、 サ砂油第 ト 四四百屠ヲ 尺下

ア 。四岩居二ノ 百聞七 J、以ノ 四． 
ヲ 四尺及 J、競間六三十海ア上百

プ 粍 ア長其井 ヲ 十尺一面第部五

手斗 ヨ 9 石東及前 問 ノ 関下ニニ 十

長 ヲ ア砂翼第者 ニ上ニ 四競 ア五

石’小石岩ユ 五エ 位位 ア百井 9 間
四
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最ナ英ナ ア競近 －~ ーー リ 八．ノ 第二、 、
モ ヲ 宗十 ') ノV 井ク ノL，ィ ア 部十合五尺、 、
多第長第毛 ノ 南背 リ チ五油競ニ、
ク三石六ノ i由西斜而第間屠井在
之競角披ナ屠 ヨ 車出 シ四ニ ヨ ノ ノv
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井油 J、 井 ノ 油各尺輝 間 、、、 百ノ、 ヲ、
ト 居長 ノ 大砂粒 ノ 石二海五 ο 石． 
ノ ノ 石合 サ ノ、 ノ f二a、 ヲ 尺紘十七英、
問地砂油 ノ、 主大 i出合 ノ 石五粍角

ノ、下岩層 。一‘ サ f(P 、、、 合 ? 問 ヨ ！｝~］ ． 、
最 一 ーー ＿.；，、 四 i字ノ、 ノ、 各 i由 ヲ 四 9 石
毛 於嵐凝粍石（） ＇早粒砂 j昆尺小及． 
r盟匁主 ケ シ gr,. ヨ 一 四 サ ノ ノ、有 ノ － ー 紫
起ノV 浮砂 ソ シ粍ニ大！手 ご.／ 一ι、'.J シ蘇
セ 構石岩 プ ヨ 尺 サ サ 海 i山 ブ 輝
ノv ｝立 ヲ ーー ナ イi リ ア ノ、 四綿砂其石

毛 J、 1ft ｝謁 ソ 主主 ;j、 ソ 。｝ミ ノ J、多
、 ． 

ノ 非有 シ 之及 ナ プ 四 ア 刺大 ク シ、
、 ー封 ス 第 ヲ 長 リ 主粍 リ 線部 J、 1字

、
如稿ノV 三 要石第 一 ヨ プ ヲ 分 0 石． 
シ 宵 ::r 競 主主 粒四石 ソ 主合 J、 四 ノ、
而 i室 ト :tr ノV ヲ 競英小 ーー 有浮粍合
シ構寡第 一 合井長 ナ 浮ス 石 ヨ 千f、
ブ 造 ナ ←／、a J少＇＂骨pι 、、司、 海石 ソ 石第 一 ソ 量、
i由 ヲ シ競 二海面 ヨ 証言 ヨ 五 シ 11、ノ、、

五
月二 ナ 是井競綿下 ソ 七 ソ 競 プ ナ 甚

ノ シ ヲ 及井 ノ 四成挽 成井少 リ タ、
記第以第第刺百 ソ JI: リ 海量第寡
録二 プ 七 四棟七磁四 長面 ノ 一 ナ
ーー 続之披 ！挽 ヲ -1－錨百石下長蹴 ジ
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係上 一 東 ソ 五 ノ 同 ノV 油 ブ
J、、 コ

リ 一一 係方 百 r：~i it;¥' 毛 賞各 シ米 ト

よ出 ア ノレ 約 間庭 一 ／ 
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